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Abstract

The porpose of this study was to measure distance covered by soccer players during

the world class matches.The subjects measured in this study took part in 10 matches

of the Toyota Europe/South America Cup(1981-1989).
‐ The mean distance covered by an subjects was 9971(± 1442.1)m.Among 20 teams

which entered the match,the longest distance covered was l1385(± 1444。9)m and

the shortest was 7995(± 1530。7)m. The rrlean distance covered showed no significant

difference between Europe and South America players.

As to the position,midfielders covered 16nger distance than fowards and defenders

which correspond to foriner reports.

Although diStances COVered measured fOr every five Πlinutes, with the passage of

tirne, were incHned to deCrease, there are no significant differences between lst and

2nd halleso ln the 2nd half, distances covered by JapaneSe soccer players wё re

significantly shorter than lst half (10haShi 1981)。

This indicates that the wOrld class soccer players have a fitness level such as aerobic

capacit, whiCh iS sufficient to play throughout a match.
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はしめに
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:サ ッカーは;個々の澤手の技術,判断力,体力
fと いった要素のもとに,ボ ‐ルを中心とした攻防
jと ,選手の動きによって構成されるゲームである。
プレーヤーは,ボ ールに対して直接技術を発揮す
るとともに,競技場内をスピードを変化ざせなが
ら多様な方向べ移動することになる。サッカーの
:`ゲ =ムを客観的にとらえようとする場合, このよ
■うなプレーヤニ:の動きは:戦術と,体力的要素の
関連から極めて重要な分析の対象である。このよ

つなプレーヤーの動きに関してこれまでに移動距
離;ス ピニドなどを独自の測定法を用いて求め,
運動の強度を分類したり,有酸素性,無酸素性と
いったエネルギー供給機構の関与比率を推定する

試みなどが報告されてぎた。

これらの試合中の動きに関する報告のうち,移
_1動距離を求めたものがいくつかみられる。 Reilly
11'd ThOmas8),´ はィングランドプロリーグ,
Withers ll),は オーストラリアのプロリーグ,ま
た大橋ら3)は 日本国内におけるゲーム中の移動距
・離について報告しているが, これらの報告では90

_分のゲームでほぼ一人のプレ=ヤ ーが8,000mか

,ら 12,000mの 範囲であることを示 している。こ
の移動距離に関し,ポ ジショ́ィの特性としてミッ
ドフイールダー(MF)が他のポジションより高い

、値であること
3)8)11),また時間経過とともに低下傾

、向を示すこと
3),などの報告もみられ,ゲーム内容

や体力との関係が論議されてきた。

これらの移動距離に関する報告も,ゲームレベ
~ル
や内容を標準化して評価することが困難な点,

移動距離の測定,算出方法が研究者によって異な
る点など,他の研究結果との詳細な比較という点
では不十分であった:′ま

‐
だ,移動距離の経時的変

化をとらえ・体力要素に関連する論議については,

これまでの研究報告が日本国内のゲームに限られ

ていたため,1国際的にトップレベルのゲームと比
・較するこヽとが極めて困難であった。1981年から,

・ それまでヨーロ̀
'パ
と南米のみで開催されていた

両地域のクラブチャンピオンチーム同士のゲーム,

世界クラブ選手権 (the W9rld club(Chanpi9n―

Ship)が トヨタトヨーロジパ /サ ウスアメリカカ

ップ
´
(ト ヨタカップ)と して東京で開催されるよ

うになった。このことによちて ,日本国内で初め

て世界 トップレベルのクラブチームの選手権試合

を調査する貴重な機会を得たことになり,プ レー
ヤーの移動距離などゲーム分析的な調査を,1981
年の第 1回から第10回大会まで実施 した。本研究
はこれらの資料を用い,世界 トップレベルプレー
ヤーのゲーム中における移動距離から, 日本代表
チームなどを含めた過去の国内における測定結果

などを,比較検討することを目的とした。

方 法
第 1巨I(1981)か ら多310回 (1989)ト ヨタ・ カッ
プ10試合に出場 した全20チ ームのうち, ゴールキ
ーパーを除 く200名 のプレーヤーを対象とした。

移動距離の測定方法は,国立競技場メインスタ
ン ド最上部の放送席の一部を利用 し,競技場の
350分の 1の縮図に 1名の選手に対 し2名の記録
者が 5分毎に交代で移動軌跡を観察記録する筆記
法で実施 した。 したがって, 1試合20名のプレー
ヤーに対 し40名 の記録者を配置 したことになり,

10試合のべ 400名の記録者を動員 した。なお選手

交代の場合は交代出場選手を続いて記録するもの

とした。収集 した資料はキルビメータを用い,記
録された移動軌跡を計測換算 し,実際の移動距離
を求めた。

この測定法の正確性について大橋 ら
3)は,複数

表 1 トヨタカップ (1981-1989)の
チーム別平均移動距離    (m)

開催年  平均 旱勇1漁箪籍重)
1. 1981(注 1)9444.1(± 975.5)

2.1981  lo522.7(■ 1430.0)
3。   1982    9844.7(二 ±1325.2)

4。  1983  10634.1(IL l136.8)

5。  1984  10188。 1(± 1474.3)

6. 1985  10256。 6(± 929.4)

7. 1986  8905。 4(± 883.6)

8. 1987  8937.3(± 757.1)
9。  1988  9954。 9(± 1215。 9)

10. 1989  11384.7(± 1444.9)

人数

10008.9(± 1391.9)  9937.9(± 1483.6)

99(注 2)         100

(注 1)第 1回は2月 ,第 2回は同年12月 に行われた。
(注 2)一部不明データを除外した。

差
表
偏
代
準
米
標
南
く

9632。4(± 1219。 4)

11138.1(± 1373.4)

10048。 0(± 730。8)

11122.1(± lo22。 9)

9980.9(± 1323.1)

9445.3(± 554.1)

9616.4(± 1055。 2)

7994。9(± 1530。 7)

10181。 0(± 1020。 7)

10219.5(± 1814.5)
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のグループで同一選手の移動距離を同時に測定 し

することによって検討 しも変動係数を求めたとこ

ろ, この方法の経験者 2.1パーセント,初心者 4.4

パーセントであった。経験者のばらつきが少ない

ことから,記録者は経験者を中心とし,で きるだ

け正確に記録するよう指示 した。

計測の結果から,各選手の 5分間の移動距離を

最小単位として集計 した。

結果および考察

対象となった全選手の一ゲーム平均移動距離は

9◆ 971m(± 1,442。 1)であった。チーム平均移動

距離で は, 7,995m(± 1,530。 7)か ら 11,385

m(± 1,444。 9)ま た, 南米代表 10,009m(土

1,391.9),ヨ ーロ ソヽパ代表 9,938m(± 1,483.6)

と南米, ヨーロッパ間にほとんど差はみられなか

った (表 1)。 大会別にみてみると,第 8回大会は
ヨーロッパ代表チームが平均で最低であり,両チ
ーム20名の平均でも8.466m(± 1,296。 2)と他の

値と比較すると著 しく低い値を示 した (第 7回 と

は 5%そ の他とは 1%水準で有意 )。 このことは,
このゲームが降雪の中で極めて悪いグランドコン

デションで行なわれたことによるものと考えられ

る。個人の移動距離では最大が 13,945m,最低が

5。 639mであったが,最 も低い 6名のうち 5名が

第 8回のこのヨーロッパチームのディフェンダー

4名 とミッドフィル・ダー 1名であった。

大橋 ら
3)は
本研究と同様の筆記法を用いたもの

として,日本国内で実施された国際ゲームを対象

に日本代表選手50名の移動距離について報告 して

いるが, これによると 1ゲーム平均 H,529m(土

1,259),ま た招待試合などで日本に訪れた外国チ

ーム選手 103名では 10,346m(± 1,142)で あっ

表 2.ポ ジション毎の移動距離 (m)

南 米 ヨ ー ロ ッパ 全 体

ァィフェ:      9346。 0        9322。 7         9344。 2

ンダー (N=40± 1190.9)(N=41± 1257.6)(N=81± 1225。 2)

たとしている。これらと比較すると,本研究の結
果が低い値を示 した (1%水準で有意Σ
また,その他に測定方法の異なる報告がいくつ
かみられる。 Reilly,■

8)ら
は,イ ングランド1部

プロチーム選手40名 を対象にゲーム中の動きを簡

略化 した言葉でオーディオテープレコーダーに録

音 し,あ らか じめ分類された歩幅から算出する方
法で移動距離を測定 しているが,平均 8,680mで

あったとしている。 Saltin,B。
9)は 9名のサッカー

選手を対象に glycOgenの 蓄積量 とパフォーマン

スとの関係をみるために,移動距離を測定 してい
る。測定の方法は不明であるが,glycogenの 蓄積

量の多い 5名では 12,000m,少 ない 4名では9,700

mであったとしている。また,Withers,R.■ H)

らはオース トラリアのプロサッカー選手20名を対

象に,歩行あるいはジョグとい った移動の様式
から分類 した歩幅から移動距離を算出し, 1試合

平均 H,527mで あったと報告 している。Van Gool,

D10)ら は,ベルギーの大学サッカー選手を対象と

して, グランド近 くの高層 ビルの屋上から16ミ リ

カメラを設置 し,毎秒 5コ マで全試合を撮影 した

ものから移動距離を算出 した。その結果 7名の平

均が 10,225m(± 580)であったとしている。

以上のことから,他の報告に若干のばらつきは
見られるものの,今回研究対象となった世界 トッ
プレベルのサッカー選手の移動距離はチーム平均

として,他の報告の範囲,すなわち約 8,000mか

ら12.000mで あることが明らかとなった。また,

トヨタ・ カップ出場チームと比較 して国際的な戦

績から明らかにチームの力として低 レベルにある

日本代表,あ るいは大学選手のほうがむ しろ高い

値を示 した。

また,ディフェンダー (DF), ミッドフィルダー

(MF), フォワード(FW)と いうポジションごと
に集計 した (表 2)。 チームによって若千のばらつ

きはみられたものの,全体としてはヨーロッパ ,
南米いずれも過去の多 くの報告と同様, MFが他
のポジシ ヨンより高い値を示 した (図 1)。 現在の

サッカーはサイドバ ックの攻撃参加などが一般的

になり,ポ ジションがかなり流動的に変容 してき

てはいるが,守備,攻撃ともに直接的に関与する

MFが従来の報告 3)8)11)と 同様最も多 く動いてい

るという結果が示された。

10691.4

(N=34± 1114。 8)(N=36± 1436.9)(N=70± 1290。 7)

7 zrj -n (* :'r'#i lL, o>,* :3Jfl Jnn,,,* :n3luf;?o n,

10741。 0        10716.9
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MF FW
平均値に対し *5%水準で有意

ネ*1%  〃

図 1 ポジション毎の移動距離の比較

次に,試合経過にともなう移動距離の変化をみ
るため, 5分毎に移動距離を集計し,ゲームの経
過にともなう移動距離の変化をみたところ,試合
開始直後の5分は高く,前半終了直前の5分と60
分́から70分に低いjと いう傾向が南米, ヨーロ、リ
パともにみられた (図 2)。 .こ のことについて日本

図 2.移動距離の経時的変化

代表から小学生まで各年齢レベルごとに同様の調

査した過去の報告
3)で は
`各
グループ共通に後半

の15分から25分に低い値を示したことを指摘して

いる:こ の時間帯は本研究で対象とした90分試合
では60分から70分にあたり_,こ の点では一致がみ

られた。さらに,前半に対する後半の移動距離の

減少率をみたところ,全体で 3.5%(南米 3。 6%,
ヨ
=ロ
ッパ 3。 5%)であった。また,特殊なコン

ディションで行なわれた第 8回大会の値を除くと,
2。 9%と さらに減少率が少なくなった。大橋 ら3)

の報告による,外国チーム 6ざ 2%,外国ユースチ

―ム 7。 3%, 日本代表チーム8.0%,日 本ユニス
代表チーム 12。 0%と比較すると, トヨタ・ カップ
の場合は,後半の移動距離の減少率が極めて低い
という
°
特徴がみられた (図 3)。

大橋J
**

図 3 移動距離の減少率の比較
(前半一後半)/前半×100

大橋は,ゲーム中の動きの変化をさらに詳しく
測定する方法を開発し2),日 本人一流プレーヤー

の場合,移動スピードは lm/s∝から4m/sec付
近を不規則に変化し,試合時間のほぼ90パーセン
トが 4m/sec以下のスピードが占めていること41

移動距離からみると,ほぼ75パーセントが 4m/
Sec以下のスピードによるものであることJを明らか

にした。また血中乳酸濃度が 4mMを越えるラン
ニングスピ=ドでは移動距離は25～ 30パーセント,
試合時間ではほぼ10パーセントであり,移動距離
のスピードからみた構成比によると,ほぼ4m/
sec以上の比較的速いスピードの移動が距離の増

減により影響を及ぼすことを示している7)。 この

ことから,後半における移動距離の減少は,移動

不ピードの低下を示すものと考えられ,プ レーヤ
ーの体力的な能力との関連を示唆するものである。

Ekbloml)はサッカープレーヤーの体力について述
べている中で,チ ーム平均の最大有酸素パワーを

上げることがゲームの質やパフォーマンスを高め

るということは,なお議論の余地がある,と しな

がら,国際レベルでは最大有酸素パワーを高める
ことが,特に後半のゲァムのパフォーマンスを改
善すると考えることは妥当であるとしている。最

大有酸素パワーの指標である最大酸素摂取量の値

で,日 本代表の場合 55。 lm1/kg・ min6)で ぁるの

に対し,西 ドイツゃスウェーデンの代表選手では,
65か ら68m1/kg・ minと いう報告 1)も ある。このこ

|     *
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とから,本研究の対象となった世界一流サッカー

プレーヤーの移動距離の減少率が極めて少いとい

う特徴はこのレベルのプレーヤーの有酸素パワー

の能力が高いことを示唆するものである。

要 約
第 1回から第10回の トヨタカップ出場20チ ーム

の出場全選手 200名を対象として試合中の移動距

離を測定した。その結果,チ ーム平均では7,955

mか らH,385m,全選手の平均は 9,971mで あっ

た。この値は過去の報告とほぼ同様の結果であり,

南米とヨーロッパのチームの差はほとんどみられ

なかった。

ポジションごとに比較してみると, ミッドフィ

ルダーが最も多いという過去の報告と一致した。

試合経過にともない,移動距離は減少する傾向

がみられたが,後半の前半に対する減少率からみ

ると,過去の報告の中で最も少ない,と いう特徴

がみられ, このレベルのプレーヤーの有酸素パワ

ーの能力が高いことが示唆された。

本研究に用いたデータの収集は,財 日本サッ

カー協会科学研究委員会のメンバーの協力による

ものである。
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